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を大学憲章に掲げています。2016 年度から始まった国立大学の第 3 期中期目標・中期計画期間中の





な人材の育成を進めています。2016 年 4 月に創設した国際基幹教育院では、KUGS に基づく約
30 のグローバルスタンダード（GS）科目の中に、「環境学と ESD」を開講し、 21 世紀を生きる社
会人として環境問題についての必要な知識を身に付けるための教育を行っています。 
研究においては、国内外の研究機関と連携しつつ、環境に関する研究のより一層の強化・充実を図
っています。2017 年 7 月には、国立研究開発法人産業技術総合研究所と「エネルギー・環境分野に
関する包括的連携協定」を締結し、相互のグリーン・イノベーションの推進による“超”省エネ・低
炭素社会の実現を目指しています。 












金 沢 大 学 長  
金沢大学環境方針 
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環境教育の推進 ・環境問題に関する見識を備えた人材を育成するため、環境ESD を推進する。 
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◆ カードゲーム 2030 SDGｓから学ぶ環境問題（経済学類地域概論） 
 持続的な開発目標（Sustainable Development Goals: SDGs）は、国連が 2015 年 9 月に採択
した 17 の目標からなっています。「貧困をなくそう」や「住み続けられるまちづくりを」「気候変動
に具体的な対策を」などの具体的な 17 の目標には、それぞれ達成するためのターゲットが提示され
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年にアジア大陸から越境輸送されてくる大気汚染物質の輸送      集合写真 
中における変質機構を解明し、我が国の生態系への影響を評価するために、能登大気観測スーパーサ
イト輪島測定局（Kanazawa University Wajima AirMonitoring Station：KUWAMS）を設立し、












（環日本海域環境研究センター 唐 寧） 
１．環境に関する教育と研究 






























































































































     
（医薬保健研究域保健学系 本間 啓子） 
各種測定機器 
１．環境に関する教育と研究 








































（附属中学校長  三戸 望） 
２．ステークホルダーエンゲージメント 












ため、2010 年度から整備を開始しました。第 3 期中期目標期間においても、計画的な整備を継続し

























ています。2019 年度は、延べ 5,081 冊の図書を展示し、多くが再利用されました。 
 
・中央図書館 
 6 月 12 日（水）- 6 月 13 日（木） 
 11 月 12 日（火）-11 月 13 日（水） 
 
・医学図書館 
 5 月 2７日（月）- 6 月 1４日（金） 
 
・自然科学系図書館 














古新聞で ECO バッグを作るワークショップを、12 月 18 日（水）に中央図書館国際交流スタジオ
で開催しました。しまんと新聞ばっぐは、「四万十川流域で販売される商品はすべて新聞紙で包もう」















































       岡山派遣の参加者          第一次長野派遣における活動の様子 
４．リスクマネジメント 
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基本方針 5 環境に関わる知的成果を含むあらゆる情報を社会に還元・公開し、環境問題に対する啓 
発に努めます。 
・ 環境報告書を Web サイト等で公開するとともに、ダイジェスト版を発行・配布しました。 
・ 環境関連情報を Web サイトで公開し、各部局では環境関連の講演会などの通知を周知しました。 
・ 地域政策研究センターでは、国連大学サステイナビリティ高等研究所 いしかわ・かなざわオペレ
ーティング・ユニットと共催で一般公開の国際シンポジウム「地域の持続可能な未来へ、レジリエ
ンス思考からの挑戦」（11 月 2 日）を開催しました。 
・ 日本環境会議と共催で「環境と公害」市民公開セミナー「宮本憲一文庫と環境研究の継承」（11 月
10 日）を開催しました。北陸グリーンインフラ研究会「グリーンインフラの評価の視点ー多様な
プロセスにまたがる多面的機能の考え方」（12 月 19 日）を開催しました。 




・ 附属図書館では、環境関係分野を専門とする教員等に対して資料の選定を依頼し、113 冊（1 月













































































  センター長 
  施設部長 
  施設企画課長 















































































 病院長  
















































































   保健管理ｾﾝﾀｰ 
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◆ 受動喫煙防止対策 
















2019 年 12 月に中華人民共和国湖北省武漢市に端を発した新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）は、急激な勢いで世界中に感染拡大しました。2020 年
3 月 11 日に世界保健機関（WHO）は「パンデミック（世界的大流行）」を宣
言しました。石川県内では 2020 年 2 月 21 日に初めて新型コロナウイルス
感染症の発生報告があり、感染者数が急増したことから













With the spreading of the new coronavirus-
related pneumonia,if you return from China 
within 14 days and have fever or cough 
symptoms,if you have a fever of 38 ℃ or higher, 
please consult other medical institution to 









 【角間キャンパス】201９年 10 月８日（火）11:50～12:30 約 980 名参加 
  ※角間キャンパスは、雨天のため例年より規模を縮小して実施しました。 





  向上を図る。 
 ・「自分の身を守ることができるのは自分しかいない」ことを自覚し、日常的に避難場所と避難 



















 ・電子爆音機と監視カメラの設置（2015 年度） 
 ・オープンキャンパス開催時の職員による構内巡視（2015～2016 
年度） 
 ・石川県里山クマフォーラムへの参加（2015 年度） 
 ・クマ鈴の購入（学生留学生宿舎居住者向け）（2016 年度） 
 ・近隣大学のクマ被害防止対策の視察等（2016 年度） 
 ・野生生物部会を開催（2019 年度） 
 自衛消防組織の活動  消火訓練 
電子爆音機と監視カメラ 
５．バリューチェーンマネジメント 
















分   野 目標 目標達成
紙類（7品目） 100% 346,459 kg 346,459 kg 全品目100%
文具類（82品目） 100% 415,694 個 415,694 個 全品目100%
文具類 [グラウンド用白線]（1品目） 100% 1,920 kg 1,920 kg 全品目100%
オフィス家具・インテリア等（17品目） 100% 2,964 個 2,964 個 全品目100%
オフィス家具・インテリア等
[カーペット等]（4品目）
100% 5,051 m2 5,051 m2 全品目100%
ＯＡ機器（19品目） 100% 73,272 個 73,272 個 全品目100%
家電製品（照明,エアコン等含む18品目） 100% 9,037 個 9,036 個
１品目のみ94％
残り17品目100%
役務（21品目） 100% 6,026 件 6,026 件 全品目100%
他の特定調達物品（35品目） 100% 210,964 個 210,954 個 全品目100%
他の特定調達物品
[２サイクルエンジン油]（1品目）
100% 23 L 23 L 全品目100%
総調達 特定調達物品
５．バリューチェーンマネジメント 
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館購買前に設置している「リ・リパック」トレー回収 BOX でも回収しており、10 円を返金する代わ
りに 1 枚 10 円分の募金として寄付しています。 






※2020 年 7 月現在、新型コロナウイルス感染症対応に伴い、内製弁当の製造を休止しています。      






販売弁当個数(個) 16,687 16,978 
容器回収数(個) 5,114 5,292 
















 作業（除草）対象区域の面積は、里山を含む角間キャンパスの 1 割である 20ha であり、このう
ち、2ha を当キャンパス環境整備の会が担当しています。 
 ２０１９年度は 2５回の活動予定中、雨天の中止などにより、表に示す作業場所（例年、ほぼ固定）


















なお、会員の親睦を兼ねて、前半の最終日 8 月第 1 週の













合   計 ２２ 
「自然研植樹部」にて休憩中の会員 
 表 作業場所と活動回数 
6. 重要な環境課題 



















































を使用した自家発電設備を稼働し、2018 年度と同様に約 82 万ｋWh（角間約 3 万 kWh／年、附属
病院約 79 万 kWh／年）を発電しました。 











2015 2016 2017 2018 2019
年 度
Ｌ/ｍ2
42.2           42.4                42.1              41.0            40.1
      図 2 要因別エネルギー消費量 
   図 3 エネルギー消費原単位 
図 1 地区別エネルギー消費量 
６. 重要な環境課題 
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科学本館及びインキュベーション施設の各屋上には 5 基 170kW の太陽光発電パネルが、附属病院
屋上、附属高校校舎及び体育館に 3 基 30 kW の太陽光発電パネルが設置されており、角間地区で年
間約 15 万 kWh（角間全体の電気消費量の約 0.7％相当）、附属病院地区で年間約 1 万 kWh、平和
町地区にて年間約 2 万 kWh の電力を供給しています。 
本学では 2019 年度から、原単位（単位面積当たりの使用量）で前年度比 1％のエネルギー使用






図 8 月別電気購入量の推移と平均気温 
図 6 重油購入量 
■ 附属病院 ■ 宝町・鶴間キャンパス ■ その他 ■ 平和町・東兼六地区 ■ 角間キャンパス 
図 5 都市ガス購入量 図 4 電気購入量 



























































     図 1 二酸化炭素排出量 
教職員　（ｔ-CO2） 学生　（ｔ-CO2） 合計　（ｔ-CO2）
2015年度 2,563 2,917 5,480
2016年度 2,683 3,015 5,698
2017年度 2,715 2,998 5,713
2018年度 2,541 3,338 5,879








2015年度 1,150 1,994 3,144 2,179
2016年度 1,204 2,061 3,265 2,187
2017年度 1,218 2,050 3,268 2,139
2018年度 1,248 2,149 3,397 2,125
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◆ 水資源の利用状況
金沢大学における年間水使用量は、およそ 41 万 m3 で、2018 年度比で約 12.2％減少しました。 
ここ数年間は、日頃の節水活動の成果か、使用量が減少傾向になっていますが、2019 年度は特に














算出した年間の総排出量を、一部の設備について、表 2 に示します。 
2015 2016 2017 2018 2019 規制値 2015 2016 2017 2018 2019 規制値 2015 2016 2017 2018 2019 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 31 33 35 38 36 150 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 12.65 0.01 0.01 0.01 0.01 0.00 0.10
角間南地区 ガス発電機  1台 58 64 50 55 55 600 4.00 0.00 0.00 0.00 0.01 3.27 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 94 55 77 80 91 180 0.96 0.81 0.74 0.70 0.29 14.77 0.01 0.01 0.01 0.02 0.01 0.30
附属病院地区 ガスタービン　3台 36 18 29 28 36 70 - - - - - - - - - - - -
附属病院地区 ガスボイラー  4台※ 58 44 45 53 64 180 - - - - - - - - - - - -
宝町・鶴間地区 Ａ重油ボイラー  4台 66 68 73 33 76 214 0.38 0.33 0.28 0.13 0.11 6.74 0.02 0.01 0.01 0.01 0.01 0.30
平和町地区 Ａ重油ボイラー　1台 83 57 75 71 73 260 0.36 0.20 0.16 0.21 0.07 2.47 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.30
※ 附属病院地区は2016年度よりＡ重油ボイラーからガスボイラーに変更、2015年度まではガスボイラー3台
換算ＮOｘ濃度 (ppm） SＯx排出量 （Ｎｍ3/ｈ） 換算ばいじん濃度 （ｇ/Ｎｍ3）
図 2 下水（市水・井水）排水量 図 1 上水（市水・井水）排水量 
表１ ばいじん等の大気排出濃度と規制値 
表２ ばいじん等の大気排出の計算例 
2015 2016 2017 2018 2019 2015 2016 2017 2018 2019 2015 2016 2017 2018 2019
角間北地区 Ａ重油ボイラー3台 482 278 314 417 312 4 4 3 3 1 38 73 33 49 43
NOx排出量（ｔ） SOx排出量（ｔ） ばいじん排出量（kg）
6. 重要な環境課題 
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◆ 化学物質管理 
●化学物質管理システムの運用 
2002 年 4 月に、学長裁量経費の配分を得て、金沢大学内で使用する化学物質の適正な管理と使
用・排出状況の把握の向上を目的とし、化学物質の購入後から廃棄までを一貫して学内ＬＡＮとパソ
コンを用いて管理する化学物質管理システムを導入しました。2002 年には、14 研究グループを試



























取  扱  量 2,700 kg 2,650 kg 4,680 kg 1,080 kg
大気への排出量 250 kg 370 kg 250 kg 88 kg
































表 1 2019 年度 PRTR 報告 
6. 重要な環境課題 





























2015 2016 2017 2018 2019 2015 2016 2017 2018 2019
古紙　※2 245.4 251.4 256.9 256.5 204.4 99.0 99.0 96.3 96.4 95.8
ペットボトル 35.5 36.8 36.1 37.7 33.4 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
蛍光灯 2.1 1.7 1.4 1.6 1.4 76.4 94.2 94.1 93.9 92.9
金属くず 83.3 80.4 15.5 14.5 11.4 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
OA機器　※3 3.7 4.4 6.9 2.8 2.4 56.8 68.2 100.0 100.0 100.0






図 1 廃棄物発生量 
※1； 産業廃棄物Ａは容器包装プラ（PET 含む）、空き缶、空き瓶。 
   産業廃棄物Ｂは上記以外で、主に実験・実習等で使用したもの。 
図 2 区分別の廃棄物発生量 
６．重要な環境課題 















担当理事を本部長とし、関係教員、事務部長らを運営委員とした角間里山本部を 2010 年 8 月に設
置しました。里山ゾーンを取り巻く環境の変化をふまえて、201８年度に角間里山本部の機能や体制

















③地域と連携した取り組み                                      





































◆ PCB 廃棄物 




を 2015 年度から計画的に 2018 年度までに約 15 トンを処分しました。2019 年度は、高濃度
PCB 廃棄物を次年度に処分を終えるため、その準備を進めました。今後は、残る低濃度 PCB 廃棄物
の定められた処分期間までの処分を完了させるため、計画的な廃棄処理を実施していきます。 
◆ 金沢大学のフロン排出抑制法への対応 


















































・ 共同 研 修 セ ンタ ー  
・ 低レ ベ ル 放 射能 実 験施 設  
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◆ 金沢大学データ 
【組織】 
 3学域・17学類 等 
人間社会学域  人文学類、法学類、経済学類、学校教育学類、地域創造学類、国際学類 
理 工 学 域  数物科学類、物質化学類、機械工学類、フロンティア工学類、 
          電子情報通信学類、地球社会基盤学類、生命理工学類 
医薬保健学域  医学類、薬学類、創薬科学類、保健学類 
国際基幹教育院 総合教育部 
 7研究科 
  人間社会環境研究科、自然科学研究科、医薬保健学総合研究科、先進予防医学研究科、 
  新学術創成研究科、法務研究科、教職実践研究科 
 その他 






  学士課程7,802人、大学院（修士・博士前期）1,246人、大学院（博士・博士後期）1,002人 
専門職学位57人、養護教諭特別別科32人   







































































池本 良子、  井上 恵里、  岡田 哲典、  上沼 孝平、  北村 太郎、  河内 畿帆、 
佐藤 秀紀、  菅田 綾乃、  鈴木 文博、  千木 昌人、  髙 知嘉子、  田中 里美、 
唐   寧、  服部 浩司、  花本 征也、  稗田  登、  廣瀬 尋理、  藤澤 美恵子、 
本間 啓子、  三戸  望、  山岸 雅子、  山﨑 響子、  山根 亜紀 
 
＜環境報告書編集小委員会委員＞ 
池本 良子、  石川 和宏、  市原 あかね、 井上 恵里、  上沼 孝平、  河崎  浩、 
菅田 綾乃、  千木 昌人、  髙 知嘉子、  中川 尚之、  橋本 純一、  花本 征也、 




      ｢金沢大学環境報告書 2020｣の対照表 





該 当 箇 所 ページ 
基本的事項 
1 環境報告の基本的要件 環境報告書の作成にあたって 39 
2 主な実績評価指標の推移 各記事中に記載 25～31 
環境報告の記載事項 
1 経営責任者のコミットメント 学長メッセージ 1 
2 ガバナンス 環境マネジメントへの取り組み 13 
３ ステークホルダーエンゲージメントの状況 ステークホルダーエンゲージメント，学生活動 10～12 
４ リスクマネジメント 金沢大学リスクマネジメント指針と環境マネジメント 17～20 
5 ビジネスモデル 該当事項なし — 
6 バリューチェーンマネジメント バリューチェーンマネジメント 21～23 
7 長期ビジョン 金沢大学環境方針 2 
８ 戦略 環境に関する教育と研究 4～9 
9 重要な環境課題の特定方法 重要な環境課題の特定について 24 
10 事業者の重要な環境課題 重要な環境課題 24～32 
 取組方針・行動計画 金沢大学環境方針、金沢大学環境基本計画 2・3 







2 水資源 水資源の利用状況 29 














環境報告書 2020 に対する内部評価 





























































本学の各種データは、下記の金沢大学 Web サイトからご覧いただけます。 
http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/ 
 
また、本報告書は、下記の金沢大学 Web サイトで公表しています。 
http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad_sisetu/kankyou/torikumi.html 
 
本報告書についてのご意見・ご感想等は、下記までお寄せ下さい。   
     〒920-1192 
     石川県金沢市角間町 金沢大学施設部施設企画課 
     TEL:076-264-6180 FAX:076-234-4030 
          e-mail: faunei@adm.kanazawa-u.ac.jp  
金沢大学環境報告書２０２０
２０２０年１２月発行 
施設環境企画会議 
環境マネジメント委員会 
環境報告書編集小委員会 
施設部 
〈発行〉 金沢大学 
〈編集〉 
